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Abstract 


A case of diospyrobezoar associated with gastric ulcer was reported. 

The patient, 34 years old seaman, was admitted because of epigastralgia and left 
hypochondralgia. He had been persimmon eater since his childhood. He had never 
suffered from any gastrointestinal symptoms until September '67 when epigastralgia, 
left hypochondralgia and persistent excessive salivation developed on a following day 
after eating ten persimmons and drinking about one liter of Japanese wine. 

The physical examination on April 22, 1968 at the time of admission revealed 
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moderate nutritional condition with T. 98?F, P. 54 regular. 
thin whitish. 


were elliptical in shape and man's fist in size, suspecting foreign bodies in the 


Tongue was coated 
X-ray exmination of the stomach showed two filling defect which 
stomach, and ulcer in the lesser curvature. The presence of stonelike bodies were 
confirmed by observation with gastrocamera and gastrofiberscope. The gastric juice 
showed normal acidity and the stool occult blood was positive. 

Resection of the stomach with the stonelike bodies was performed on May 15. 
The cut 
surface was reddish-brown in color, homogeneous, unstratified, and had the chara- 


One bodies was about 9x 6 x 9.5cm and another 7 x 4.8 x 4.3cm in size. 
cteristic odor of "sake lees". The shibuol reaction was positive and the diospyro- 
bezoar was diagnosed. Histology of lesion of stomach ulcer revealed benign in 


nature and patient's postoperative course was uneventful with gradual improvement. 


最近 著者 ら は 胃潰瘍 を 合併 し た 巨大 な 胃 内 柿 胃 石 の 1 症例 を 経験 し た の で 2, 3 の 考察 を 加え て 報告 する . 


症 


34 才 . B, 船員 . 

住所 長崎 県 南 松浦 郡 奈留 町 . 

主訴 心 高 部 及び 左 季 助 部 の 鈍痛 . 

現 病歴 : 

昭和 42 年 9 月 中 旬 , 約 7 合 の 酒 を 飲ん だ 後 , 酔い 醒 
LTI OUWou: (自宅 の 庭 に 植え て ある ) を 食 
べた ・. 有 翌日 か ら 左 季 助 部 の 鈍痛 及び 生 つ ば が あり , 基 
医 を 受診 し , レ 線 検査 の 結果 , バリ ウム の 充 え い 像 で 
R 部 に 陰影 欠損 が ある こと を 指摘 され , 通院 治療 を 受 
けた が 次 痛 が と れ な い の で 昭和 43 年 1 月 8 日 より 約 40 
日 間 入 院 治療 を うけ た と ころ 心 宮部 と 左 季 助 部 の 疫 痛 
ERLA. 然し な が ら そ の 後 も ずっ と 生 つ ば は 持続 
し て いた と いう .。 昭和 43 年 3 月 末 頃 か ら , 再び 空腹 時 
の 心 高 部 痛 , 左 背部 へ の 放散 痛 及 び 左 季 肪 部 の 膨満 感 
が ある よう に な り , 再び 上 記 医 師 で 胃 の レ 線 検査 を 受 
けた 結果 前 回 と 同様 な 胃 部 の 陰影 欠損 が ある と いわ 
れ , 精 客 検査 の た め 長 大 附属 病院 熱 研 内 科 に 紹介 され 
同年 4 月 22 日 入院 し た . 発病 以来 発熱 , 悪 感 , 悪心, 
嘱 吐 , むね や け , げっ ぷ ぶ , 下 痴 な ど に は 気がつか な 
Vo. 最近 1 ヶ年 間 に 体重 が 約 6 kg 減少 し た と いう . 食 
RRIA ED klo. 睡眠 は 良好 で ある 。 便 通 , Bo8 
に は 異常 が な い 。 

BECEHE. RyIOGEBIC REPE IDEAE VC REXB, LT DAT, 
著 思 を 知ら な い . 煙草 は 1 日 18 本 程度 , 酒 は 入院 迄 飲 
酒 の 機会 が 多く 1 日 5 合 程度 飲ん で いた . 騙 幼時 か ら 
毎年 楠 の 季節 に な る と 柿 を 多 食 (1 日 5 こ 10 ヶ ) し て 
いた が , 今 ま で に 腹痛 や 嘱 吐 等 を 訴え を た こと は な か っ 


例 


た <。 
KRE. 母 , 長兄 共に 胃潰瘍 , KAFAEL 
た こと が ある 。 

入院 時 所 見 : 
身長 166cm, 体重 56kg, 体格 は 中 等 で ある が 栄養 ・ 
は や や 低下 し て いる .。 皮膚 正常 , 呼吸 数 18, 豚 拍 1 分 
間 54, 整 , 体温 36.4°C, RERO 眼球 結膜 に 委 血 や 
黄 注 を みとめ な い 。 天 は 湿潤 で 軽度 に 灰白色 の 苔 を お 
びている . 咽頭 粘膜 に 著 変 ト ない. 頸 部 その 他 全身 に 
リン ズ 節 腫 肛 は みとめ られ な い . 心肺 に 打 聴 診 上 異常 
は な い 。 腹部 は 平坦 で 膨 隆 や 峰 動 不安 は みとめ られ な 
い ・ 腹 璧 は 全般 に 緊張 し て いて 異常 抵抗 や 腫瘍 は は っ 
きり し な い ・。 心 宮部 に 圧痛 が ある . 肝 , 1p, 腎 は 触れ 
な い . 左側 Boas 及び 小野 寺 氏 圧痛 点 陽 性 。 下肢 に 洋 
腫 は みとめ られ な い . 肛 反 射 は 正常 で 病 的 反射 は 証明 
され か ない. 

入院 時 諸 検 査 

1) 血液: 赤血球 数 494x104, Hb 12.6g/dl, Ht 
4075, MCH 26rr, MCHC 32%, MCV 8143, fuj 
板 数 7.9x104, 白血球 数 2,900, 白血球 分 類 異常 な し . 
2) IHE: 最高 128mmHg, 最低 88mmHg. 
(3) 血 沈 : 1 時 間 9mm, 2 時 間 30mm。 
4) 心電図 : 洞 性 徐 豚 あ る 他 著 変 は な い . 
(5) 胸部 レ 線 : 著 変 は な い . 
6) 血清 梅毒 反応 : 緒方 法 , BEE, SF AREO 
ずれ る も 陰性 . i 

0) BN: EB, 透明 で 蛋白, 糖 , ビリ ルビ ン , v 


Edid 0E LT BS EU 1 01 268 


ビリ ノー ゲン は いずれ も 陰性 ・ 

(8) 糞便 : 褐色 , 軟 . 潜血 反応 は 陽性 (ベン チ ジ ン 
BO cc, 虫 卵 や 原虫 喜 子 は みとめ られ な か っ た < 

(0) 肝 機 能 : BuRT$EZG.3. T. T. T. 1.2, 総 コ レ 
ステ ロー ル 180mg、 ア ルカ リフ ォ ス ファ ター ゼ 0 
— 3 単位 , BEA 6.0g%, Kunkel 2.5, GOT 30, 
GPT 33. 

GO 胃液 (CKatsch-Kalk 法 ): 最高 総 酸度 48, 遊 

離 塩酸 32, 色素 排 江 時 間 60 分 で 正 酸 で あっ た . 胃液 の 
潜血 反応 は 陽性 . 
(1) 胃 レ 線 検査 : 写真 に みる よう に 胃 内 に 径 約 6 cm 
の 面 を 持っ た 陰影 欠損 が 2 ケ あ り , 胃 内 で 殆 ん ど 動 か 
し 得 な い . 小 比 胃 角 部 に バリ ウム の た まり が あり , = 
ッ シ ェ の 存在 が 疑わ れる . 又 雌 門 部 の 肥大 が ある よう 
に みえ る 。 (写真 1, 2) 

( 胃 カ メラ 及び 骨 フ ァ イ バ ベス ュー プ 検 査 : 胃 小 緒 
側 に 潰瘍 を 認め た 他 , 黒褐色 の 胃 石 の 存在 を 確認 し 
A. 

以上 の 所 見 か ら 胃 石 及び 胃 満 瘍 の ee dM 
転 科 し , 5 月 18 日 に 開腹 術 を 行なっ た . 気管 内 挿管 
E 
5, 腹水 は な く , 肝 に は 軽度 の 線維 化 が 見 られ る が そ を 
の 他 著 変 ト は な か っ た . E bR DIN. Bue 
や 下垂 気味 で 長い 間 , 胃 周 囲 炎 が あっ た 為 か , 大 網 及 
び 騰 臓 と の 療 着 が 強度 で 小 狂 側 に 数 ケ ヶ の リン ペ 節 腫 服 
か が 見 られ , 同 側 骨 部 に 妊 痕 を 形成 し て いる と ころ が あ 


[97] 


考 


hind xvcirxcch W, yF, M, ご 
ほぼ ほう, わらび, や し の 実 , か ぶら , KR, 比布 な どの 
報告 が ある が , 本 邦 に お いて は 杭 石 が 圧倒 的 に 多く 全 
症例 の 70 多 以上 を 占め て いる . 双 島 谷 ら に よる と 柿 結 
石 の 発生 は 柿 多 産 地 と 一 致し , 東北 地方 に も っ と も ゃ 多 
く , 中 , 四国 地方 が これ に 次 いで お り , いわ ば ーー つの 
類 風 土 病 と も みな され る . 著者 ら の 症例 は 従来 報告 が 
比較 的 少な か っ た 九州 に 発生 し た 点 で 興味 深い . 

本 症 の 臨床 症状 は 多彩 で ある が 急性 胃腸 障害 CEN 
部 の 激痛 , 悪心 , 嘱 吐 , 腫 冶 形成 な ど ) を お こす も の 
が 多い . 又 本 症 は 青少年 , 幼児 特に 男子 に 多く み ら れ 
ら が 高 年 者 に 発病 し た 際 に は 胃癌 と 証 診 され る こ と が 
多い と いわ れ て いる . 島谷 ら に よる と 本邦 柿 結石 227 
例 中 70 例 (31.3260. が 勝 閉 和寒 を お こし た と いう か , 本 
fcu Sem BHL おり , 自覚 症状 も 軽度 
C. レ 線 検査 , 月 鏡 検査 に 上 っ て は じ め て その 存在 を 


D, 触診 に よっ て 外側 より 潰瘍 部 を ふぁ ふれ る. 胃 噴 門 
部 と 胃 体 部 に 夫々 手 傘 大 , 鶏卵 大 の 可動 性 の 腫 癌 を 2 
rena. BERISX)6CAb5,W., 置 石 と 考 を 々 られ 
5. 胃 石 を 含め て 胃 を 約 24 切 除 し , Susp te Si 
し 手術 を 終了 し た . 

別 出 し た 胃 を 大 響 に 沿っ て 切開 を 加え る と , EN 
四部 (に 2 x1.5 cm の 潰瘍 1 個 を 発見 し , GEOBECHIDE 
が 見 られ , 辺 縁 は 隆起 し , 境界 鮮明 で , EE ERA 
部 で は 粗大 で 肥厚 し て いる が , 潰瘍 部 より 幽門 郡 に か 
け て 浮腫 状 で 鍛 長 は は っ きり し な い . 病理 組織 学 的 に 
みる と 潰瘍 部 は 完全 に 固有 筋 層 を 窪 通 し , F RRT 
置換 し て いる . 潰瘍 の 両側 は 表層 性 胃炎 像 を 呈し て い 
る が , 1 側 に は 幽門 腺 が 他 側 に は 体 部 腺 が よく 残っ て 
いる . 体 部 の 方 の 粘膜 は 層 が 厚く な り 所 調 姜 縮 像 と 思 
われ る 義 性 変化 は 認め られ な い . 

因 石 は 大 きい 方 は 9x6 ゞ x9.5cm, 最大 周囲 25cm, 
重き 1889, 黒 礼 色 で 水 に 浮か び , 小さ い 方 は 7 x4.8 
x4.3cm, 最大 周囲 19cm, 重 さ 969, Hue ck 
ln 置 石 は 両者 と も カル イン シン 状 を 呈し , 両者 が すれ 合 
っ て いた と 思わ れる 面 は 平滑 と な っ て いる . Elit 
色 均 等 で 脆く , 層 理 を 呈 せ ず , 酒 柏 臭 が ある . (写真 
3 ) 久 胃 石 の 一 部 を 切り 取り , 乳鉢 で すり つぶ し , 75 
アル ュー ル に 漫 し た 後 , 加 温 し , 更に 10 多 塩化 第 二 
鉄 液 を 加え る と 藍 書 色 を 呈す る . 従っ て Shibuol K 
応 は 陽性 で 本 例 は 柿 胃 石 で ある 事 が 推定 され る ・ 
患者 は 手術 後 順調 に 経過 し 6 月 1 日 退院 し た . 


接 


知り を た も の で ある . 

柿 角 石 の 成因 に つい て は 大 , 江 管 ら は 実験 で 成熟 し 
た 柿 の 中 の 可溶性 Shibuol (組成 Ci4Hzo09) と いう 
複合 タン ニン が 胃 酸 (に よっ て 不可 溶性 Shibuol に な 
D. 食物 砕 片 を 凝固 する こと を 確 め , 又 胃 酸度 が 高い 
程 柿 渋 沈 濃 量 が 増加 する と いう . 更に 石川 は 胃 石 生成 
の 機転 に は 幽門 の 開閉 状態 も 関し て いる と の べ て 
いる . 又 泉 は 胃 石 形成 に は 上 酸 は 必須 の 条件 で は な く , 

低 酸 又 は 無 酸 で も 胃 内 容 の 酸 酵 に より 有機 酸 を 生じ 
Shibuol を 不溶 性 に 変化 し うる と し て いる . 柿 の 種類 
の 中 で は 豆 柿 が 結石 要因 と し て 重視 され て 居り , X 
質 的 素因 一 結石 性 体質 (Habitus lithiacus) を 考え 
て いる 人 も いる. 更に 本 症例 で も み ら れ る よう に 柿 摂 
fre e UD» EC SECUS LE ERI 
bu tn 
で ある . 今 還 久良 ら は その 人 根拠 の 1 つと し て 楠 胃 人 
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が 輪 層 構造 を 形成 し な い 点 を あげ て いる . 

本 症例 で 合併 症 と し て みとめ られ た 胃潰瘍 と の 関係 
に つい て は , 江 管 , SE, 高松 ら は 胃潰瘍 が 先行 する 
LON, 一 方 島谷 ら は 骨 石 の 刺激 に ょ っ て 潰瘍 が 生じ 
る の で は な いか と 想定 し , 意見 が 分 れ て いる . 


結 


長崎 県 在住 の 34 才 の 男 に みみ られ た 胃潰瘍 を 合併 し た 
BARED 1 例 を 報告 し た . 手術 に より 摘出 し た 胃 石 は 


著者 ら の 症例 で は 明石 の Shibuol 反応 が 陽性 で あ 
っ た こと , 柿 多 食 の 既往 が ある こと な どの 点 か ら 柿 胃 
石 と 診断 し た が , その 形成 機転 や 胃潰瘍 と の 関連 に つ 
いて は , 今後 更に 検討 し た い . 


zn 
RA 


Shibuol Mbia ECH RA E on s. 
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授 に 深 基 の 謝意 を 表し ます -. 
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